
R4 かながわ日体未来塾 資料② (旧)指導要領 指導案の書き方   

・単元名の表記 (例) E 球技 ネット型 バレーボール 

・対象 ○○中学校 ○○高等学校 ・(1)年○組○名(男○名 女○名) 

・日時(省略) ・場所 (省略) ・使用器具(省略) ・生徒の実態(省略)  

運動の特性 

① 機能的特性  

② 効果的特性  

③ 構造的特性 

単元の目標 ※「技能」「態度」「知識、思考・判断」の順に分けて書く 

(技能) 

(態度) 

 

(知識、思考・判断) 

1 単元の指導内容(指導内容を全て扱う場合として、指導要領「解説」から記載、番号付け) 

※日体大の指導案様式に記載の指示はないが、単元計画作成上、不可欠なものです。 

<技能> <態度> <知識> <思考・判断> 

                

 

 

 

2 単元計画(参考 高等学校 入学年次 E 球技 ゴール型 バレーボール)10 時間扱い 

 ※日体大の指導案様式とは異なりますが、本時の内容を記載するのに大変便利です。 

段階 時間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

はじめ 

 

なか 

 

おわり 

10 

20 

30 

40 

50 

 

 

     基本技能                    ゲーム 

 

 

指導計画、評価計画 

 

指 

導 

計 

画 

内容 1 時間 2 時間 3 時間 4 時間 5 時間 6 時間 7 時間 8 時間 9 時間 10時間 

技能  ①   ②  ③  ④     

態度   ①   ④    ②  ③  

知識 ①   ②    ③  ④    ⑤ 

思 判 ①  ②   ③     ④    

評 

価 

計 

画 

※技能と態度は評価計画を 後にずらす。1単位時間に指導や評価項目を各 4 つ以上入れない 

技能   ①   ②   ③  ④   

態度    ①   ④    ②  ③ 

知識 ①   ②    ③  ④    ⑤ 

思 判 ①  ②   ③     ④    

学習指導要領の領域表記

から書く 

学習指導要領(解説)の領域表記の下の文(2～3 行) 

学習指導要領に表記なし。運動(種目)を実践した時の体への効果を書く 

球技領域の〇〇型の下の文(2～3 行)が構造的特性 ※球技領域のみ 

学習指導要領(解説)の技能の下の□の中の文を書く ※関係する文章でよい 

学習指導要領(解説)の態度の下の□の中の文を書く 

学習指導要領(解説)の知識、思考・判断の下の□の中の文を書く 

学習指導要領(解説)

の技能の<例示>に番

号を付ける 

学習指導要領(解説)の態度と知識は<例示>

がないので、□の文を「、」の所で区切

る。それに番号を付けて指導内容とする 

学習指導要領(解説)

の思考・判断の<例

示>に番号を付ける 

オ

リ

エ

ン 

本時の目標、内容確認、準備運動は必ず記入する 

整理運動、授業の振り返りは必ず記入する 

※新学習指導要領では、全ての観点に例示がある 

 



単元の評価規準(盛り込むべき事項または単元目標から記載する) ※体つくりは「運動」 

 関心・意欲・態度 思考判断 技能 知識・理解 

評

価

規

準 

    

3 学習活動(指導時間)に即した評価規準(指導内容の語尾を変えて評価規準とする) 

 関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解 

 

評

価 

規

準 

※単元目標の「態

度」から指導する内

容を書く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※単元目標の「思考・

判断」の例示から指導

する内容を書く 

 

※単元目標の「技能」

の例示から指導する内

容を書く 

 

※単元目標の 

「知識」から指導す

る内容を書く 

 

 

国立教育政策研究所のホームページから「盛り込むべき事項」を記載する。 

単元の評価規準はこれで大丈夫です。 

「態度」の指導

内の語尾を 

「～している」

「～しようとし

ている」に変え

る 

「思考・判断」の

指導内の語尾を

「～している」に

変える 

「技能」の指導

内の語尾を 

「～できる」

「～ができる」

に変える 

「知識」の指導

内の語尾を 

「～について具

体例をあげてい

る」 

「～について言

ったり書き出し

たりしている」

に変える 

※国立教育政策研究所のホームページの「盛り込むべき事項」がわからなければ、

単元目標の「語尾を変えて記載」すれば大丈夫です。 

※語尾は下記の学習活動に即した評価規準と同じです。 

※思考・判断は知識、思考・判断の「単元目標」の最後の文章の語尾を変える。 

 

 

※単元計画での 1 単位時間には指導内容は 3 つ以内の理由は、単位時間内に指導し

た内容を教師がその日やその時間内に評価するのが難しいからです。 

※４観点に指導内容がない場合は、研究授業等の該当時間の直前の指導内容を書け

ば大丈夫です。直前に指導内容がなければ、直後の内容でいいです。 


